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國

民
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:
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高

：橋

誠

一I
.

郧

パ
，

(

八)
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.

■.

加
之
、.
：ベ
ルX

ス
タ
ィ

ン
は
マ•
ル
グ
ス
の
所
爾「

株
主 

等
は
遊
惰
安
逸
に
耽
る
者
の*

しS
 

|

階
級
を
形
成
す
る.

の.
で
あ
石」

■ 

の
-^
想
を
以
て
毫
名
重
®
視
ず
る
に
足 

.
ら
次
る
名
の
と
看
做
し
て
ゐ
る
。
彼
は

「
あ
ら.
ゆ
る
株
主
を： 

以
て
悉
く
皆
遊
情
安
逸
を
貪
る
者i
爲
す
の
非
な
る」

を 

Is
め
、
縦
し
又̂

#

於
悉
く
皆
然-C

N
i

しy

名
マ
，ルv

ス 

の
學
說
は
何
等
之
が
爲
め
に
確
證
せ
ら
る
、
と
な
か
る
可

」 

き
を
認
め
ん
と
し
て
居
る
。
ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
は
Il
f,
點

にI  

關
し
て
能
く
實
際
の
事
精
と
適
合
し̂
哲
理
的
の
概
括
論j  

を
表
明
し
て
ゐ
る
。
乃
ち
左.に
之
を
引
用
す
る0
日
く「

採 

策
は
哲
に
資
本
允
る
に
止
ら
梦
、
最
ぢ
党
全
な
'る
形
1
を

ー
備
へ̂

資
本
^
あ
る
、
換
言
す
れ
ば
最
劣
崇
高
な
る
形
襞 

. 
一：？:
有
す
石
資
本
と
名
唱
へ
名
こ
ふ
沢
出
來
る

0

株
# '
は
實 

I

に
一
國
民
若
し
く
は
社
食
金
般
の
節
約
に
由
つ
て
常
に
本 

•
I

業
に
の
み
孜
々
と
し
て
鞅
掌
す
る
こ
と
を
免
れ
杧
勞
働
の 

\

餘
*1
に
對
し<
振
出
さ
れ*
手

形

で

あ

る

°

卽

ち

所

解

可 

I

動
資
本
で
あ
る
。
而
し
て
安
逸
遊
惰
唯
だ
配
常
金
の
み
に 

\

灰
食
す
る
株
主
の
數
於
次
第
に
壻
加
し
て
、
此
に
彼
等
の 

.1

&
個
大
隊
と
名
稱
す
可
き
の
を
形
成
す
る
と
し
て̂

P
、，

\

哉
名
嗬
ほ
彼
等
财
取.
に
存
從
す
る
こ
と
の
爲
め
に
、
彼
等 

I

芯
^

^

支

出

の

爲

め

に

ヽ

將

杧

叉

ゼ

社

會

上

彼

等

を

蘭

繞 

I

す
る
幾
多
の
事
物
の
重
要
で
あ
る
财
爲
め
に
、
彼
等
は
社 

會
の
經
濟
的
生
活
上
最
名
有
力
な
る
一
婆
素
を
形
成
す
る 

名
の.
で
あ
る
0
1.

式」

は
企
業
集
中
の
傾
向
於
破
却
し
去 

\

つ
た
社
會
的
階
段
の
中
問
に
位
す
る
數
個
の
踏
段
を
再
び 

:

建
設
す
る
名
の
で
あ
る」

io
 

ノ

更
に
株
主
等
が
一
國
と
し
て
攻
離
^
れ
杧
安
逸
怠
惰
に 

，就s
て
尙
ほ
ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
の
所
言
を
敷
格
し
て
見
る 

i

株
券
や
倩
券
は
本
業
に
從
事
し
て
届
る#
を
し
.て
能 

.く K
.<

g
Q

生
活
や
世
界
の
猶
？

取
つ

y

頗
桑
要
な
事

.
業

に

關

與

す

る

こ

i
を
得
せ
し
む
る
所
以
の
者
で
あ
.
る
。

つ
あ
る
名
の..で
あ
る
i
.の
社
會
主
義
者
の
主
張
の
當
に
破 

株
主
や
公
債
所
有
者
の
大
多
數«

槪
し
<
請
ふ
と
安
逸
遊
壞
せ
ら
る
可
き
こ
と
を
知
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
此
點
に

. 

惰
の
生
活
を
遂
る
爷
の
で
は
な
ぐ
し
て
、
却
つ
て
孜
々
營

|

於
て
ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
は
次
の
如
き
斷
案
を
卞
し
て
ゐ
る 

々
と
しV

自
家
の
職
業
に
盡
瘁
し
つ
、
あ
る
者
で
あ
る0

日
く 
：

『

近
世
に
於»

る
生
產
業
の
主
要
な
る
特
徵
と
認
む 

1

兀
ょ
6
彼
等
の
幾
分
は
遊
惰
の
民
で
あ■つ
て
、
或
は
低
襲
.
可
き
は
偉
大
な
る
勞
働
の
生
産
力
壻
加
で
あ
る
。
其
結
果 

0-.
懶
民
と
稱
ず
可
き
者
名
あ
る
で
あ
ら
ぅ
於
、
然
名
彼
等

\

は
。
梢
費
貨
物
及
び
商
品
の
金
產
額
に
名
亦
.
少
な
か
ら̂
 

の
數
鉍
さ
ま
で
過
大
な
ら
梦
、
且
つ
又
人
爲
的
法
律
制
度
る
®
加
を
見
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
是
等
の
财
貨 

の
保
護
に
由
つ
七
彼
等
自
身
の
失
錯
の
责
罰
を
兔
れ
る
樣
は
如
|何
に
處
分
せ
ら
る
、
の.で
あ
る
沪
、
若
く
は
觅
に
精 

な
乙
と
於
無か ..

つ
t
な
ら
從
來
の
經
驗U

徵
しV

蠆
名
呪
密
に
爾
ふ
な
ら
ば
產
業
に
從
事
せ
る
^
*
者
が
興
取
得
す 

ふ
可
き
己
と
そ
な
い
の
で.あ
る
。
間
睱
の
あ
る
階
級
於:«
'る
勞
銀
の
高
に
制
限
せ
：ら
る
、
於
故
に
彼
等
好
自
ら
靈
. 

於.
つ

お

と

假

定

，し

杧

5:
;

ら
ば
、
人
世
を
修
飾
す
る
諸
般
の
一
し
得
石
限
度
以
上
に
生
產
し
允
所
謂
餘
剩
生
產
高
は
如
何 

藝
術
は
藎
し
發
達
し
な
が
つ
杧
仑
あ
ら
ぅ
、
而
し
て
又
社
一
に
處
一
分
せ
ら
る
>
の
で
あ
る
於
と
の
疑
問
を
提
出
し
な
け 

會
全
般
の
福
利
を
增
進
す
可
き
幾
多
の
發
明
は
今
日
尙
ほ

|

れ
M .
:
な
ら
ぬ
0 :

所

謂

資

本

的

貴

族

は

能

く

.
一

 

般
1C
見
認
め 

.
求
だ
之
を
聞
く
こ
と
能
は*
しV

或
は
永
遠
に
世
に
出
づ
ら
れ
紧
る
ょ6
名
十
倍
名
廣
大/ I
胃
贿
を
有
し
、
且
つ
又 

ふ
の
機
^-
く
し
て
終
つ̂

で
あ
ら
ぅ
。
 

'彼
等
^
實
際
上
有
ず
る
ょ̂

^
十
倍
の
僕
挪
を
使M
し
#

.

:

現
存
の
f t
舍〗

制
度.
の
下
に
於
け̂

生
產
の
貲
際
的
：

\  
:る
^
名
知
れ
&
、
然
し
な
於
ら
事
實
左
様
と
し
て
名
彼
等 

を
：̂

に
玫
究
す
る
滕
は
叉
規
代
に
於v
tt
一
部
の『

胄

\

の
消
費
額»

之
れ
を
實
際
_
苌
經
濟
上
に
於
け
る
全
生
產 

A.
J.
、若
し
く
は「

資
本
的
貴
族j

の
手
t
«

す
可
き
：生
產
物.

：

額
も
此_

石
塒
は
殆
ど«

き
を
爲
す
食
足
ら
&
の
で
あ 

©
高
錄
蓝
大
な̂

ぢ
0 .
で
且.
つ
其
割
合
は
常
：に
增
加
し
う
：兔

：大
寶
本
的
生
產
の
第
，一
の
特
徵
と
認

0
可
き
名
の
は

雜1

錄

/

 

i
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押

多

忘

れ

5

4

1
?

果
し
I

讓

I

黎

I

f

於
' 
べ
錄
ス
タ
i

は
其
聲

ほ

^

や

^ #
奮

の

者

共

於

篇

す

る'基
.

屮
S.

會
上
の
财
富S

產

若I
.

の
產
f

 
I

る
に
f

、
f

此
y

ス
の
豫
£

 

M
ku

i -
f

v ;
へ
力
方
法
に
由
つ
て
貧

®
階
級
の
.

|

否
定
す
可
き.
例
證
を
擧
げ
て'居
る
。'
彼»
 

s

^

s

u

x '
i

^

?

、
I

他
の
階
級s

 

S

ロ I

析
し
5

の

歐

洲

讓
6

し
V

I

企
業
集

重
.

I
第U

1

部
少
數
中
の
傾
向
大
！

英
國I

つ
S

齒
.
の
i
u

使
傭 

れの數

f

減
少
す
f

货
ら
る
、
勞
働
者
霉
均
數
はf

て
太
な
f

の
に
あ

4

 

f
吸
收
せ
ら
る
可
き
途4.
1.

の.
比
f

以
て
棉
花
工
業S

事
せ
る
勞
颇
者
の

是

れ

實

昼
s

K

l

j

平
均
數
藤
え
I

加
t

l

i

l

l

i
固
エ

士
u

^

^

l

l

l
s

f
 
管
 
I
s

:
 

.•

一
 
I

s

f
 
を
|

と
す
可
く
、
而
し

J

漏

5

_

| .
|

の

諸

却

せ

ら
|

數
|

爾

|

1

分
1 -
秦

| :
| ?

;

r #
6

f

 I

I

踏

f

再

8

復

す

る

の
I

I

る

.駕

|

る

割

合
|

て

M
f
—

#

M

t '
1
 

す

.翁

の

I

f

し

I

ち

ば

、
t

f

産

業

I

 

I
揚

し

て

ゐ

.る

。

P 

5

す

L

S

I
可

き

舄

乜

s
s

s

す
j

s

l

1

:'':'
•
毛
i

s

?

觀
！

疆
の
：藤
は
更
に
一
厝

^
o
.

f
,

c.
o

^

n

射
f

 I

S

S

明
確
と
爲
る
の.

I

る.
、
グ
ル
ン
ス
タ
ィ
ンI

大
爾

.

.
ノ、’
フ
ク
ス
黑
業
集
中
醫
旣
屢

y

 
,
颧
帝
鼦
■

於
け
る
洽
ぐ
各
權
め
織
物
■エ
場
に
對
ず
る!

湯
^
察
官
：の
報
银̂

引
用
し
て
、
若
し
同1

撒加の割合魯

®
國
內
の
大
1 :
業
に
使
夏
せ
ら
る\
:1
:

業

勞

働

者

の

，
比 

を
#

續
し
tc
な
ら
ば
各
エ
場
に
於
け
る.使
歷
人
の
數
辦
倍
例
は
一
二
割
八
分
四
厘
か
ら
三
割
八
分
に
增
加
し

V

届
る
が 

加
ず
る
に
は
約
七
十
五
年
の
日
月
を
閱
さ
な
け
れ
ぱ
な
；

一
然
么
W

人
は
啻
に
此
滕
期
は
全
然
例
外i
見
る
可
き
名
の 

ぬ
乙
と
を.
示
し
て
ゐ
る0

:

.

へ
.

で
、
：大.H

業
の
發
達I

帝
國
內
の
他
の
諸
國
で
は
遙
に 

,

這
般
の
事
實
は
產
業
集
中
の
现
象
舣

：

眞
に
如
何
な
る? :
麗

で

あ

っ,

云

多

響

の
f

ら

，

、

其

赌

期

を

通 

力
を
以
て
行.S

れ

つ

、
あ6

や
を
示
す
と
共
に
、

一
般
にl
b-
y「

小H

業
が
毫
名
減
少
の
傾
向
を
表̂
な
か
つ
^
己
と 

.
想
像
せ
ら.
る
、
よ
6
名
遙
^
重
要
視
す
る̂

足
ら
^

、；
且|

5 :-
認
：め
け
れ
は5-
ら

ぬ

。

大
エ
，業

發

達

の

傾

向

は

^
^
經

營 

.
つ
叉
毫
^
#
^
ず
可
き
性
質
の
名
の
に
あ
ら̂
る
を
敎
へ
於
ら
勞
働
者
を̂

^
し
杧
と
稱
す
る
よ6
名

寧

ろ-»
大

し 

V

ね
る
。

It
A
Q
を
吸
收
し
杧
名
の
と
觀
る
方
.
好
適
當.
で
あ
る
？
元 

次s

で
べ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
は
鳙
逸
の
例
謙
を
擧
げ
.V

居|

よ
6
天H

業
を
減
絕
せ
し
ひ
る•
こ
と
が
.絕
無
で
あ
る
と
は 

る
於
、
It
例.
證
は
同
補
®
統
f t
於
極
て
精
密
正
確
な
る
點
一
稱
し
得
な

s

於
、
然
名
幾
多
の
場
合
に
於<
却
つ
<
其
數 

に
於
て
、
且
今
叉
獨
逸
は
金
歐
羅
巴
諸
國
中1千
八
百
八.

を
增
加
唸
し
む
る
の
事.«
を
認
め
る.
こ
と
於
出
來
る0
卽 

十
年
よ
6

1

千
九
百
年
に
至
る
ニ
十
年.盼
に
最
名
著
し
きI

ち
實
際
上
大
エ
業
の‘發
達
は
同
脖.
に
文
之
と
關
^
&
帶
し 

產
業
上
の
進
步
を
爲
せる
故
を
以y

殊

.

y

價
値
の
大
な
る\

允
幾
多
の
'̂ H

業
の
.發
達
を
喚
起
す
る
に
至
る
の
常
で
あ 

名
の
.
で

あ

る
0
然
名
斯
く
急
速
な
る
產
業
上
の
發
達
を
遂
るf

而
しV

ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
は
一
千
八
百
八
十
ニ
年
か 

げ
# :
把.
る
獨
逸
_帝
國
に
於
て
す
ら
其
勞
働
者
の
大
多
數
は
ら
ー
：千
八
百
九
+ :
五
年
に
至
る
間
に
'獨
逸
の
大
エ
業
は
長 

f
ほ
依
然
と
しV

小
經
營
若
しX

は
中
經
營
に
使*

せ
らI

大
足
の
進
步
を
遂
げ
杧
に
拘
ら
卞
、.
小̂
業
に
使
履
せ
：ら 

1
..つ
ぐ.
あ
.る
0
事
實
を.
示
し
弋
居
る0
尤

.̂1

千
八
百
八.
.
る
y

勞
働
者
の
數
は
哲
に
同
時
期
內
に
在
つ
て
減
少
せ
次 

十.
ニ
：年
か
ら
ー
ー
千
八
百
九
十
丑
年
に
至
る
の
間
に
於
て
普
X-
の
み
な
ら
ず
；、
明
ねU

增
加
'の
勢
を
示
し
.て
ゐ
る
乙
と 

,

.

.

.

.ま

.：故 

' 

:

.一
九
あ.

.

' 

' 

,

.
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•
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一•九
六

i

也 

”

^
1

の
勢
0^
示
|

し
て
全
く
靜
$
變
£
 

I

I
ざ
i

^

l

d

r
3L
-

VB
方

む

>
1
染
儿
、
態
に
あ
る
の
あ̂

る

。
.

更
は
全
獨
逸
帝
國
に
代
へ

.て

普

#

3

由

？

觀

る

I
.

西

|
國

の

み

1

ぃ

て

考

へ

て

見

て

|

集

は

擎

同

{
:

' 

禮

t
r

y
若
： ;

I

以
下
で
、

_

小所
1

の
割
合
笑
！

の
卷

t

 

i

 

へーV

夂丨
2

1
百

ヽ

只

S

ち(

壬

i

全國
5

殆
I

s

s

f

l

作地面積！

分

X
-

び
^

?

所
i

合
め
て
云
ふ
|

於
小
百
姓
の
、小
听
有
？

？

て
ゐ
る
0
 

と
：
^

f
v

H

階級は霧作地の殆ど三分の二
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六
斯
く

 
v

t

ゆ
表
靈

U

て
U

を

i

 

分
七
厘
參
遍
し
て
ゐ
る
、
f

l

s
 
ニ 

t

増
”

っ

分_

?

德

：

r
:
t

。

，
'
ル-

タ
ィ
ィ
の
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;

| ?
|

1 |
! |.

:

I

卜
於
て

p

w

x y
i

び

る

靈

I

I

.
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果して現代

I

Q

1

I

會階級の
 

名のは

S

へ.
J

i

>l
u

 

一•，
，
T

 

/

方ク
f

大
な
る
拿
塔

S

點と底邊と

S

.

に立つて其中問背

f

 

クタ

3

らじ十へノノ

 

f

 

$

の
所
爾
中
還
す
翁
の
、消滅

I

 
く 
l

i

し
I

ら
 

ほ

5

^

 

^
!

斯く

2

き
小
屢
の
土

|

中所
£

巢.
して是等の中間

I

I

等
I

と下の雨
 

^

る。之

の

^

I

I

)
で

l

l

t

i

l

破
滅
擊
て
必
耍
の

i

栊
 

P

差

、クタ乞

」

M

y

i

、、 

n

i

.へクタ

r

1

る
と
し
允
な
ら
ば
、
.

實

u

此
破
減
の
實
現
は
英
國
に 

i

Q

r -
i

h

u

i

び

f

 

ニ
へ
ク
タ
丨
以
下
の
於
い
て
气
將
芰
獨

I

於
I

十九
1

以前の塒
 

m

{

ゐるが、總面積の

—

代に比し

.

て今日

1

嘗

接

近

し

て

届

ら

ぬ

の

ぼ

る

」 

は
增
加
し
てf

ぬ0
.

他
の.
階
級
に
鹰
す
る
所
有
®

l

'

i

o

 

.

.

ど

そ

人
J

 

s

y

あ
る」

雄

f

て

遂

面

稹

爱

.て

暴

て

減

少

名

し

な

•い
が

、

是

れ

於

一

V
ル
.グ

ス

ゃ

ス

ン

ゲ

ル

ス

暴

は

れ

慕

し

ベ

社
食
主
義
者.
の
意
見
で
あ
る
。
彼
は
靜
に
事
物
の
眞
根
r

.
又
歐
洲
の
產
業
画
民
の
，間
に
於
け
る
富
カ
の
互
大
な
る
增 

梆
究
し
て
其
先
輩
の
唱
道
し
杧
摩
說
に
修
正
を
如
ふ
る
の
加
篮
ta
近
世
に
於
け
る
信
用
制
度
の
伸
縮
自
在
な
る
こ
と 

必
要
を
痛
：切1C.
感
b
て
ゐ
る
。： 

：

.

.
ニ
及
找
產
業
上
に
於
け
る
ト
ラ
ス
ト
の
組
織
は
同
峙
に
著
し 

.

バ
；
.
{九)

：
. 

,

.

:
.
.
 
•く一

局
部
及
戊
特
殊
の
動
亂
の
發
生
を
減
殺
し̂
し
く一 

.

.
■
マ.
ル
グ_.
ス.
の
主
張
し̂

主
義
の
內
、
他
の
重
喪
な
る
點
般
商
業
界
の
恐
慌
を
し
’て
從
前
と
同
ー
の
程
度
に
於
て
發 

は
彼
の.
產
業
及S

商
業
上
の
恐
慌U

關
ず
る
學
說
で
あ'

生
ず
る
こ£

な
き
に
至
ら
し
め
ば
し
な
か
つ̂
ら
ぅ
於」 

る
。':.
彼
は.
之
れ
を
生
產
の
集
中
と
結
び
付
けv
®-
s
:
v
ゐ

ー

と

の

問

を

發

し

.
<.
ゐ
、
る
。

.
彼
は
德
に
之
に
加
へ
て「

役
機
は 

る
0
其
*
資
本
論
の
第
三
卷
に
彼
は
書
し
て
日
く

「

總
て
®

j

知
ん̂

:可
き«
^
と
知
6
得
可
ら
次
.み
事
情
と
の
間
の
關 

濟
上U

於
け
る
恐
慌.
の
窮
極
の
原
因
は
、
.
.
恰
？
社
會
に
於
係
に
由
つ
<
定
ま
る
名
の
.
で
あ
るo
'

知

ち

得

可

ら

^

る
事 

け
る
悄
« :
の
能
力
に
制
限
な
き
於
如
く
資
本
的
生
產
は
其
情
好
多
け
れ
ば
多

s

程
投
機
は.
愈
々
盛
に
行
似
れ
、
之
に 

生
產
ヵ
^,
贈
如
せ
し
む
る
の
：
§
^
あ
る
に
枸
ら
玄
、
.社
會\

反
丨
<
知
ム#

可
き
糧
舻
多
く
な
れ
ば
爲
る
程
役
機
の 

の
多
數
人
民.
は
貧
窮
に
し
て
其
消
費
の
髙
刺
限
せ
ら
る
、

|

行
は.
る
可
き
餘
地
は
愈
.々
狹
少
i
爲
る
の
で.
t

。
資
本 

に
在
る
0
务
あ
る
じ
云
々
と
、'べ
ル
ンK

タ
ィV

は
此
學
說
主
義
の
滕
代
の
初
期
に
當
つ

V
.

商
業
上U

於
け
る
投
機
取 

は
曾
て
：”
丨
ド
べ
ル
ト
ス

0
^

道
し
^
«;.
の
と
殆
と_

;

引
於
#
だ
し
く
過
度
に
行» .
れ
、
#

セ
に
寶
本
主
義
的
發 

す
る
所
の
な
い.'乙.
と
を
注
意
し〔

而
し
て
彼
は
自
ら「

運

輪

達
2:
:

見
^
属
.々
に
於
<
投
機
&
常
に
激
し
い
瀑
狀
を
里
す 

及
^
交
通
の
爲
：め
に
袈
す
石
赌
間
の
著
し
く
減
少
し
^
事

る
^
至
る
所
以
は_

し
妓..
に
存
す
る
の
兮
あ
る
。
產
業
上 

實
i
關
滕
し.y

國
際
市
場
の
地®

於.
非
常
に
^

K
i

爲
p,
'
l
 

U

於
：

V

名
授
機
の
盛
に
行
は
れ
：る
；の
は
特
に
新
し

S

種
類
：
 

fc-
'L
i.
tt
大
に
經
濟
上
に
於
け
る
動
亂? :-
相

殺

せ

し

む

石

_ ,

の.
生

！®

''
*

で*

るo

所
謂
流
行
品
の
製
造
を
除

S

<
»
如 

と
を
得
^
の
割
合
.を
增1/
1
1し»

し
^
!/
>
ろ
$
か
、ゾ

補V

 
y
何
^
ゐ
酿
類
の
生
產
業
と̂

名
其
創
始
以
後
滕
日
を
閲
す
ー



W

る
'に#

れ

弋

益

々

議

的

の

，嘗

は

.
滅

少

し

、
，
市

場

の

‘狀.

ー
社
會
主
義
者
於
名

^V
:「

資

本

主

義

的

」

と

祝

と

變

動
.
と
ほ
益
：々

之
：を

芰

11
す

：る

之

と
|

^
と

爲

レ

、： v

有

害

，な
.
る

社#
制

度

の̂

に.
立
：セ

.る

夂

明

國

民

の

降

來 

吏

に*
確
^
之

を

豫

知

す
.
务

；
么̂

^

W
關

ず

る'̂ .
ル
ぐ

V
'

ス
タ
ィ
ン
の
豫
观
は
兹
^
再
び
畜
赞
せ 

:

f

 
HI
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• 
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. 
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• 

■

. 

|
ら
れ
て
、.
讓
界
の
恐
慌
は
資
本
主
義
を
.基
礎
と
し
杧
瑰 

ベ
ル
ン
'又
タ
ィ.
ン.
の
意
見
に
搬
ムi

力
ル
テ
.ル.
、.ト
ラ
：
代
，の.
社
會
ど
破
壌
し
そ
大
被
綻
に
陷
ら
し
ひ
，る
名
の
で
あ 

X:
ト
■及
1
5i>
ン
デ
ヒ
ヶ
、
-
ト#

しく
は其
他.
の象聯

 

ー
：|>
と
主
張
し̂

マル
，.

グ-
X.
Q.
學
說
W
終
fc
排
床
せ
ら
れt 

合
は
^&

界

を

搜

る

よ
6
 
%寧
ろ
之.
を
©
整
ず
.る
0

ニ 

0
で
あ
る
。
特
it
注
意
ず
可
き
は
最
名J :
*

な
る
經
響
的 

.効
力
大'
I

I
の
^
あ
る
。
献
し
ゼ
彼
は&

攀
^

^
的

緒|

惑
慌
の
起
る

.

の
.は
幼
稚
な
國
象
、
卽

ち

社

義

者

の

常 

合.
S

替
對
す
る
救
濟
作
？

推
賞
しS

V

下
の
#

霞

を

用
f

と
：'「

其
產
‘業
の.
非
資
本
主
義
的I

J

社 

.
■く
結
論
し
て
ゐ.
ふ
^
商
業
の
幽
歸
的
及.
沈
部
分
的.
不
振
烛.
；.
會
1:
'
あ
る
0 
.彼
の
印
度
若
し
く
は
露
西
.亞
に
於
け
る
囘
歸 

1

兀
ょ
6
避
^g

s

所.
で
f

於
、
‘世
界
的
大
市
場
の
組
織j

幽

の

靈

、
又
は一

千
九
莨
〇11,

年
の
末
'fe
-
ヒ
シ
ス
タ
ー 

成

ヶ

且

つ

其

愈.
々
鑛
張
し
、
殊
に
生
活
必
要
品'の.
生i  

.
©
沿
岸
人
民
の‘間
に
其
の
主
喪
產
物̂

る
鰛
魚
.が
著
し
く 

-

產
好
漠
大
な
る
谐
加
を
爲
せ'.る
於
#

に‘商
業
於.1
般
に
停
：̂

i
令
あ
，'つ
^
於
爲
め
fc
發
生
し
て
慘
害
を
遥
じ
ぅ
し
ヒ 

滯
不
振
說
に
陷
る
舣
如
き
と
は
事
！
^

.の
で|

恐
慌
の
齟
き
は
皆«

般
の
消
息
を
專.
へ
る
？
の
で
あ
るo  

.
あ
冬
就
中
此
生
活
必.
幾.
品
の
生
産
激
增
藍
ロ
：人
の
問
朦

|  
(

+

)

: ..

:

.

1C
取
つ
て
#

5P

重
要
な
る'要
素
で
あ
る
、
恐
ら
く
斯
く
の
：
.

マ

ル

ク

ス

及

沈

，エ

>\.
ゲ

ル.
ス
の
敎
理
に
敎
育
士

」

ら

^

、 

如
く
地
代
及
纹
必
要
品
⑷
價
格
を
下
落
せ
し
め
、
，經
濟
界

.1  
_

に

後

者

の

遺

鉢

を

傅

へ

^

•ベ
ル
ン
ス
タ
ィ
ン
は
彼
がa 

の
恐
11
を
變
览
し
之4

於
養
延
を
修
衡
す
る
上
^
大
な
る
僞
の
學
說
、
詭
辯
で
構
成
さ
科
允
大
伽
藍
を
毀
拆
し
杧
が 

:
1.

を
爲
し
杞
名
の
は
な
ぃ
の
そ
ぁ
る

」

と
0.
由

是

豐

、

爲
■.
潋
烈
な
る
集
產.

^
者
の.
爲
め
に
®

*

i

し
て
攻

載
せ
ら
^
お
0,
'彼

は
此
攻
擊1C
就
v>V

自
ら
談
つ
て
日
く
產
業
；の
進
步4
共

に

上

進

す

る

爷

の

に

.あ

ら

卞

し

て

却

つ 

「

•
プ
レ
力
ナ
ゥ
氏
於
予
を
以<「

科
學
的
社
會
主
義」

の
反.

て
斷
え
ず
下
降
し
、
勞
働
者
は
貧
民
士
な6

、
養
窮
«
人 

對
者
中
に
加
へ1t
の
は
實
に
予
が
勞
働
者
の
地
位
を
以

v

 

一
 

ロ
及
び
財
富
の
增
加
ょ6
?
莨
に
急
速
故
る
發
達
を
爲
し 

絕
望
5

6
と~
說
く
乙
と
な
く
、1 :.
に
之
を
進
步
せ
し
む
る\

つ
V
あ.
る」

旨
を
絕
對
的
に
宣
言
し
、
土
ン
ゲ
ル
ス
の

「

階 

.
乙
と
を
得
る
と
信
匕
、
其
他
旣
に
市
民
的
經
濟
籬
者
の
確

|  

s
la

m

論j

を
讀
0
者
好
勞
働
者
；の
狀
態
に
最
少
の
■改
善 

«.

せ
る
數
多
：の
事
實
を
承
認
す
る
が
爲
.
め
で
あ
る
。.
若
しI

'を
見
ん
と
期
待
す
る
は「

市
民
的」

；
國
家
の
眼
に
は
常
に 

果
し
て「

科
學J

な
る
文
字
於
純
然
允
る「

危
怪
の
語」

i

「

空
想」

と
し
て
映
す̂

し
と.
の
言
に
接
す
る
の
で
あ
る
。

云
ふ
意
味
そ
あ
る
な
ら
ば
、
そ
.«
1£
に
斯
ぐ
の
如
べ「

科
ー
由
是
觀
之
、
勞
働
者0 .
地
位
の
絕
望.
な
る
1
事
は
實
に
所 

學
的」

.
と
い
ふ
文
字
を
使
用
し
允
場
合
で
あ
る
？
’勞
働
者
謂
科
學
的
社
會
主
義
の
動
す
可
ら̂
る
公
理
で
あ
る
。
同 

の
狀
態
を
全
然
絕
望
の
令
の
セ
あ
各
と
說
い̂
の
は
今
ょi

踌
に
是
等
の
主
張
と
矛
盾
し̂
事

實

を

承

諾

す

^

乙
と
は 

み
凡
を
五
六
十
年
以
前
の
乙
と
で
あ
る
。

1

千
八
百
三
十I

プ
レ
ヵ
ナ
ゥ
氏
の
所
言
に
從
ふ
と
卽
ち
這
般
の
事
實
を
確 

年
於
らi.

千
八
萏
五
十
年
に
至
る
頃
の
.急
進
的
社
會
主
義
 

一
S
し
^「

市
民
的」

經
濟
學
者
の
足
跡
を
迪
.る
こ
と
に
爲
る 

ぎ
の
著
書
中
に
は
悉
く
此
種
の
女
旬
辦
記
載
さ
れ
七
-
ゐ

の

で

あ

^
^
。
：
.
：

る
。.
而
しV

當
峙
の-
事
情
を
說
明
し
把
名
の̂

見
る
と
洵1

十
九
世
紀
の
射
期
に
當
つ<:
產
業
集
中
の
有
害
な
る
影 

に
斯
く
の
如
き
悲
觀
的
の
言
說
呔
頗
る
芷
當
の
？
の

.
で

あ

鎌
1を
訴
务
石
聲
の
高*>.
つ
*
の
は
元
ょ
ん
當
然
の
こ
と
で 

る
が
如
ぐ.
に
見
ぇ
る0.
斯
く
て
マ
ル
ダ
ス̂

集
書

「

哲
學
あ
る
。

■
而
し
て
#

V
、

ル >

 

ァ
、
ボ
リ
ユI
於
其
著「

財 

の
貧
窮1

に
於
で
勞
働
者
の
生|+
2
^
\
費
用
は
自
然
的
給{

舊
分
酿
論」

、
中
！

4

於
<
說
明
し
12
:
於

如

く

、
當

滕

に

在

.
つ 

料
を
構
成
す
る
主
唱
し
、

f

ゲ

ル

，
て
幾
多
の
煩
累
困
難
を
叢
生
じ
允
所
以
の
名
の
は
其
變
萆 

ス
於
其.
■

「

共
産
主
義
宣
言j

の
中
にr

勞
働
者
の
狀
態
は.：

の
發
生
が
餘
ゲ
に.
不
意
令
且
つ
其
傅
播
が.餘

,.
6

に
急
速
や.



あ.
つ
^
か.
爲.

^
.̂
.̂
'r

し
て
此
不
利«-
狀
態
は
大
抵.
& 

皆
鑛
；

V

改
善
せ
ら.
れ
ズ
終
に
は̂

滅
す
奵
袞
名

^
で
あ 

石
'.
9;
卽
：％
最
兑
善<

此
勝
代
:̂
說
朋
す
る
洛
の4
1 .
.<
'
見 

る
可
逄
は
此
書
中
に
使
用
せ
ら
れ
杧
 

'

「

大
規
摸
產
業
組
鐵\ 

の
興
旅
杧
石
槠
期」

と
沄
夯
文
字
令
あ
石-;
9
.
. 

. 

\  
. |  

.
紙
會
は
徐
々
'̂
此
浪
滩
の
狀
態
を'脱
し
て
組̂

§
0
«

\ 

、0
と
爲
つ
杧
、f

組
織
の
脖
代
は
未
だ̂

N
X®

了
しy

 

は
届
ら
&
、否
或
は>
水
遠
に
結
了
す
浴
の.
期
は
無
於
.ふ
ぅ*0, 

是.
れ.
；叢-
し
自
曲
な̂

廳
朱
制
度
は
之
に
固
有
を
る
無
盡̂

|  

改
萆
#
t
#
ty

;

屑
る
舻
爲
め
で
あ
る.
0
. 

^
ル' 
グ
ス
：於
其 

^

^

す
に
當
ウ
ず
は̂

^

杧
る
產
業
の
狀
靡
に
由
つ

\ 

て«

瀨
せ
ち
れ
杧
幾
多.
の
害
#

於
彼
に
强
い
印
象
を*
ハ
へ. 

.
て®

S

。
洵
S

の
著
書
、
就
中
其「
業

論j

 u

對
し
■

て«
_

を
：供

給
.'
1.
*.
寶
源
は
主
ふ
し
て
.此
槠
期
に
起
つ*

一
 

幾
多
の
事
件
の
墨
で
あ
つ*

Q
本
ン'
ダ
ル_
ス
は「
«
本
ザ 

爾J:

第
三
卷
9

ル
タ
ス
死
後
の
出
版}
の
序
：次
中
に
ァ
ル|  

グ
ス.
に
材
刺
--
?;
供
給
し
-*
文
書
の.
表
を«

げ
ズ
ゐ
る
'9
波

|  
m

 
く「

マ
ル
グ
ス
は
冻
記
四
種
の
議
會̂-
於
け
る
報
告
寄. 

似
ル
^
參
考
^
供
し
^
次
書
は
無
め
て
少
數̂

ぁ
っ
^
。

(

第一

ニ
千
八
西
四
十
七I
A
年
、
下
院
委
員
裏
告
、
 

:

第
：八.
■
"

商.
業.
不
振
、■
第
：

H
.

卷

：
、

第

一

爾

‘
商

樂

不
 

,
:振
-
3；
る
表
題
の
下U

揭
げ
ら
れ*.
る.1

千
八
百
四
十 

.
七
i
八
年.
の
：

「

謊
例
細
^J

。

•

(

■第
S

1'
伊
八
百
四
十
：七
年
、
商
業
不
振
に
關
す
る
上 

;
:

院
秘
廣：

委
員
會
報
弯.
報
告
の
印
刷
せ'ら
れ
t
e

は 

;-.
-
1
#
八
®
四
十
八
年
、
證
例
の
印
刷
せ
ら
れ
允
る
は 

.

1'
千.
八
百
$
十
七
年X

證
例
0
印
刷
せ
ら
れ
*
る
名 

の.
は
1
千
八
哲
四
十
八
年
の
名
の
に
此
し
て
餘6

に 

H
讓
的
:«
A;
i

思
惟
せ
：ら
れK
&
る)

、千
八
百
四
十 

• 
A
f.

^
$
n
p
o
.
 

^

(

第
3

;

1

千
八
哲
五
ナ
七
年
、
雜
行
修
例

y
.

關
す
石
報 

.

.

吿
及
«'1' 

千
八
莨
五
十
八
年
、
龈
行
條
例
に
：關
す
る

.

:

.
報
告
P:.
是
f
 
|個
の
出
版
物
》
1:
チ
八
哲
四
十1
年 

及
&.1

千
八
百
四
十
近#

の
銀
8
^
例
|3
.̂

の
與̂
?

.

に
關
す
石
下
院®IR

會
の
報
告M
U
其
調
查.
に
際
し」 

V

與
へ
ら
れ*

.|
>
證
左
^
ぁ
石
。：*
等
の
名
の.
は
、.  

1
千
八
西
五
；十
七#
^
3
く
は
|
千

，
八

百

五

十

八

年
 

0』
，

(
叉

は:0.
>
}
0
題

雜

を

附

せ

雇

れ

て

»

る

？
ー
‘

,•
■'
吾.-
<
は

總<
 
祿

：の

文

書

を

以

で

^
^
<}
4
業

の

痕

渑
.
あ

う
-t
e
o
 
土
ン
ゲ
ル
ス

S
^
.
S
0
0
S
0
$
0

 ̂

滕
代
を
說
明
し*
4

0
>
_

す
名
に
麵
せ
ぬ
、
殊
に.

に
關? •
る
描
寫
の
：̂m

't
e

の
は
此
赌
代
で
あ.
る
。_
 

,

其
內
で
最
名
重f

第
i

i

l
一..の
報
告
呔
潋f

t t
1
10
賤
民
階
鱗
が
應
•と
罪
惡
の
深
淵
に
陷
っ
杧
赌
代
で
あ 

.

鐘
の_

と
#

侖
の
爆
發i
v

有
名
な一

千
八
苜
四
十
る
0:
而
し
て
其
肉
體
的
及
ぴ
精
神
的
め
鹽
^
^
抑
制
ず
可 

七
！
八
年0
報.
告.
で
あ
る
こ
と
を
：記
腺
せ
な
け
れ
ぱ
ば̂

き
^

^
者
に
取V

有
利
な
る
法
制
？
、
將

杧

力

な

る
 

■»
o
惑
ら 
<
客
よ
ゲ
名
範
圈
の
狹
隘
な
る
觀
察
猛
に
之
.

勞
働
組
合
の*
動
名
存
在.
し
な
か
つ
把
脖
代
セ
あ
る

」

と
。 

を
雞
む
る
己
と̂

晒
難.
で
あ
ろ
ぅ
。
而
し
て
斯
く
彼
の
撖
然
名
是
等
の
害
惡
.は
窗
に
賃
銀
勞
働
者
保
護
の
法
規
於
缺 

用
^

杧
材
料
の
臌
圍
於
節
何
に
狹
少
で
其
嘗
が
如
何
に

|  
.
如
し
て
居
っ
食t
 
i、
若
し
く
は
勞
靈
合
運
動
のi
 

冬
不
売
全
^
あ
為
一
事
の
み
を
以
て
し
て'名
現
代.
の
社
會\

しV

届
ら
な
め.
つ
^
事
實
の
み
に
歸
す
可
き
名
の
に
あ
ら 

t

對
ず
名_

T>
グ
K
0
^
s

は
其
價
値
の
太
部
分
を
央
务

|

す
しV

、

主
と
し.
て
‘̂

^
用
§
5,

把
產
業
の
集
中
*殊

\

に
»'

條
'#

の
：輸
入
於.
不
意
に
行
は
れ
杧
：乙
と
に
基
因
し
て 

■

純
マ
ル
グ.
ズ
主
義
：の
興
の
代
表
者
允
る
ヵ
ゥ
ッ
キ
ー
名

f
o
.

§
ー
：
.

の
結
：果«
'

當
有
«-

る

階

級

の

富

を

增

加-1
..、 

流
石
に
十
九
世
紹
め
勒
年
を
逾
匕
て
英
國
の
勞
働
者
階
級
貨
物
の
生

^

^

を
減
少
し
、
之
と
同
赌
に
勞
働
^
^
に
傑 

.

冒
異
常
な
る
窮
迫
不
健
全
の
狀
態
に
陷
つ
て
ゐ
允
こ
と
を

：

甚
な
名
攪
亂
を
惹
起
す
る
に
あ
う
n
0
i
3
^:

全
人
民 

-

認
め
次
名
を
得
在
い
の
ゃ
“

、
而
し
て
之
起
認
め
る
と
|

の
根
底
を
覆
卞
し°:
次
い
^
其
崔
活
狀
態
に
急
激
な
る
變 

.

.

共
ぬ
彼
は#
$

に
？
此

膽

期

に

霊

し

杧

箏

件

に
^

^

名化を與糸るの：

1

事は元よ

6

大

®

^

を

捲

き

起

さ

な

け
 

マ
ル
ク
ス
の
觀
察
の

.

價
値
を
破
却
し
て
了
つ
祀
0

波

は

書i 
.
れ
ば
止
爻
ぬ
‘の
で
あ
る
り
然
し
な
於
ら
そ
は
幸
に
し
て
過 

し
ズ
云

办.:
;-「

1

于
/\

苗
:-
±

」

年
於
ら
四
十
七
年
は
至
る
0

渡
勝
代
の
出
來
事
杧
る
に
'
過

ぎ

な

が

つ
,̂0
從

つ

て

吾

人
 

.8
3

.

期
間
は
英
國
の#
1

#

働
者
伫
取
つ<
&

ネ
悲«

激
'1
1
#

ゃ
ン
tt

單
e

.-
¥.
'

ル

グ
'X

や
レ.
ル
ー
ド
ぞ
の
み*

A

*

、、ブ
ネ'
ン
..、

•
臃

錄
 

，

,

, 

§

 

一.
.



ブ
オ
|.
ク
尤
丨
や
長
ズ'T
1
ン
キ
ー
、s

<
は
或
る
範
圍
內 

に
於.H

ス
チ
ユ
ーT
丨
ト
、
，
ミ
ル
の
徒
が
試
み
杧
此
辟
代 

の
記
述
中
に
現
る
、
が
如
き
事
情
は
今
や
旣
伫
游
派
し
て 

殆
ん
i

1
0
痕
跡
を
^
殘
3
す
、
斯
く V

叉
現
在
の
產
業 

狀

態

の

上

に

殆

ん

ど

何

等

の

影

響

を

业

め

て

、
届

ら

ぬ

の

を 

認
め
名
の
で
^
石
,0
‘

页
に
撒
烈
苽
集
產
主
義
者
は
ベ
ル
ン
ス
タ
イ
ン

を
以
て 

者
と
看
倣
^
て
其
罪
を
鳴
ら
し
て
ゐ
る
が
、
同
主
義 

者
中
の
領
袖
連
中
が
彼
に
對
す
る
態
度
は
餘
程
穩
和
で
あ 

る
。
.而

.L
て
；
^

:K
元
よCN
ベ

ル
ン
ス
タ
イ
ン

に
反
對
は； 

し
て
^
る
^
.然
名
彼
は
尙
ほ
自
己
の
輿
黨
を
多
數
有
しi 

"C
届
る
伺
.主
義
者
i
®關
係
を
槩
却
しV
は
届
ら
ぬ
？
のI 

立

認
め
て
ゐ
る
欉
で
あ
る
。
け
れ
ど
名

彼
が
マ
ル

グ
ス
主j 

義
に
對
し
て
.最
後
の
大
打
擊
を
加

へ

^
こ
と
».
事
實
で

.^.
一 

る
。
ヵ-:1
/
ッ
ネ
，
丨
自
身
名

「

所
有
者
の
數
は

《

し
く
減
少 

す
■る

こ
；i
な
く
、
却
つ
て

增
加
し
つ
、
あ
る
？

の
で
あ
る」

I 

i
云
ふ
ベ
.ル
、ノ
ス
タ
イ
ン
の

鞏
固
な
主
張
を
引
用
し
て
、

一
 

5
V
ト
が
ル

F
0
會
議
に
於
；て
悲
痛
衣
饍
氣
ゃ
彼
に
說
. 

S

ズ
日
べ
，

\「

若
.1 ,

此
事
が
事
實
で
ぁ
る
な
ら
ば
、

«

人
^ .

勝
利
を
得
る
の
時
は®
に
甚
だ
遠s

胳
來
と
爲
つ
^
の
タ 

な
ら
す
、#
人
« .
备
然
吾-
<
0
自
的
を
|1

^
す
る
こ
，と
を 

I  

®
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
若
し
果
し
て
增
加
し
つ
\
あ
る
者
は 

I
1

資
產
家」

の
數
で
枭
つ
て
、

「

無
資
產
遛J

の
數
に
あ
ら
ず 

\

と
し
た
な
ら
ば
、
晋A
は
常
に
社#•
改
&
の

行
.»
る
、
割 

|

合
と
比
例
し
て
次
第
々
々
に
菩
人
の
目
的
か
ら
遠

5'
'
か
”6 

|

つ
、
あ
石
の
で
あ
る
。
而
し
て
漸
次
自
ら
廢
滅
の
域
に
向 

I-

ひ
つ
、
あ
る
名
の
は
資
本
主
義
に
あ
ら
岁
し
て
、
社
會
主 

#
te
r
る
の'結
果
と
爲
る
の
で
あ
る

」

云
々
io 

|

寶
本
主
義
は
個
人
と
等
し
く
社
會
主
義
に
對
す
る
對
照 

|

允
る
2
の
に
あ
ら̂

る
の
一
事
を
除

s

て

は

、

以

上

^

べ 

一
允
ヵ
ゥ
ッ
キ
！
の
所
官
は
眞
理
に
近
い
名
の
で
あ
る
、
公 

一
平
に
し
て
精
細
な
み
觀
察
者
は
感
情
や
無
智
の
爲
め
に
生 

:
f
c允
獨
斷
的
の
法
則
及
ぴ
人
類
同
胞
の$
®a

及
び 

凊
意
的
に
其
目
的
杧
る
名
の
で
なs
i
云
ふ
事
實
に
拘
泥.

.

せ
>
し
て
、
漸
次
堅
固i
爲
6

つ
、
あ
る
は
社
會
主
義
に 

あ
ら
^
し
て
自
由
主
義
で
あ
るt
を
認
む
る
の
で
S
る
0 

社

會

主

義

に

對

し

て

'
眞

に

反

對

の

地

位

に

立

つ

敎

理

は

個 

人

主

義

に

非

岁

、
將

fc
3c
資

本

主

義

U

非

少

し

て

實

は

自

.

由
主
義
で
あ
る”
 

,

< '
:

科
學
的
社
會
主
義» .

可
能
な
-

^

や」
.

と

云

^

る

小

册

子

.

(

十

.
1
)

 

. •

.

.

.

.

.
 

を
著
し
、
公
々
然
と
マ
ル
グ
ス
の
敎
理
に
與

f

ら
れ
允
科

此
T

l t

會
主
義
の
前
提
及
び
社
會
民
主
黨
の
職
分

」

と
一
學
的
の
性
質
を
否
定
しt

°
彼
は
餘
剩
價
値
の
學
說
は
社 

題
し
欠
.

ベ.
.

ル
：ン
ス
タ
ィ
ン
の
著
書
の
上
半
が
..將
に
注
意
ず|

會
主
義
の
科
學
を
構
成
し
杧
？
の
で
あ
る
と
の
主
張
»
全 

る
の
值
値
そ
有
す
る
の
は
其
獨_

の
新
見
に
富
ん
で
届
る
然
破
壞
せ
ら
れ
把
と
主
張
し
把
。
彼
は
叉
マ
ル
グ
ス
及

 
>
1

が.
爲
で.
は
^

人.
，
.
'全
ぐ
之
が
生
起
し
*
感
情
並
に
其
公
表 

の
爲
め
¥
喚
趄
せ
ら
れ
尨
實
際
の
結
果
に
由
；
そ
は
旣
に 

業
に
述
ベt

所
で
ぁ
る。
®

^

ズ
其
後
半
は
社
會
民
主
黨 

の
使
偷
を
述:1
:
之
を
完
办
す
る.
の
：
手

段

を

說
-v
^
te
g

の. 

で
ぁ
る
が
、
兪
半
に.
比
しy

遙
に
平
凡
な
令
の
で
、
.彼
の 

反
對
者
例
べ
ば
叻-
ツ
ッ
.
キ

ー
の

如

き

ば

殆

ど

全

く

之

を

閼 

.
却

し

て

ゐ

ス

-o.. 
'ベ‘ル
ン
ス
タ
ィ

ン
は
現
在
の
社#
制
度
を 

顚
後
せ
ん
公
す
る.
の
計
書
を
排
斤1
其
希
望
を
勞
働
者
の'
 

聯
<

-n
if
e

同

組

合

及

び

，其

他

之

に

類

似

せ

义
結
合
等
其
紙
織 

の
成
萁
に
强
制
を
必
要
と
せ
.
含
石
團
結
に«

け
て
ゐ
る
。 

彼
は
次
所
謂
都
市
社
會
生
義
と
し
_
<
知
-̂
れ
t

る
元
來
マ'
 

»

ク.
ス
，の
集
產
主
義;£
は

根

本

か

ち

相

違

し

で

.
居

る

塒

宜 

:

主
義
漭
流
の
祺
言i

賞
し
弋
*
る
0
...

:-,
-:
:

:

'十:vlv.

千.
九
®

i
<D
¥
fc.
x
'̂
グ
ス
タ
>̂

«
^̂
^

に
^

ン
ゲ
ル
ス
が
其
理
想
社
會
の
實
現
を

.
r

日
' 1

日
.

i

明
亮
に 

爲
6

.

つ
.

V

お
る
賛
本
的
生
産
制®

の
破
壞
の
.

上
.

U
J

眾
办 

つ
'

つ
あ
る
の
'
.誤
謬
を
指
摘
し
、
事
. *

上
破
壞
の
'

狀
態
に
p i 

れ
ゐ
名
の
は
資
本
主
義
的
&
會
組
織
に
あ
ら
ず
し
<

、
却 

I

つ
<

社
會
主
義
の
㈱

H

せ
る
諸
般
の
.定
理
で
あ
る&

を
示 

|

し
て
ゐ
る
。fi
f
e
-
"日
く
.「

今
日
で
は
果
し
て
資
本
主#

S

生 

一
產
法
の
最
後
は
大
破
壤
を
見
る
の
で
あ
ろ
ぅ
か
、
此
大
破 

|

綻
は
果
し
< -

近
き
將
來
.

に
於
<

望
む
1

と
が
出
來
る
名
の
：
 

|

で
あ
ろ
ぅ
か
、
而
し
て
そ
は
必
然
社
會
を
社
會
主
義
に
導 

| 

く
.

名
の
.

^

あ
ろ
ぅ
.

か
.

と
^

^

と
を
見
出̂
\

の
^

問
題
^
あ 

I
’

る
。
此
問
題
否
、
寧
み
是
等
の
諸
問
題

U

說
し
て
從
來
社 

I

一
 

會
一
主
義
の
與
へ
お
解

^

は
#

だ̂

々
に
し
<

一
 

定
し
弋
居 

'

^■

ぬ
0

' :
-
,
予
«

玆

に

專

ら

所

謂

「

勞

艱

鐵

則

」

の
@ ;
#'
を

追

想



 ̂

^
 

.•
 
:
 •

.

-

明

智

奪

、5.
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